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写真ワークショップと地域創生 

野田 研一・宮嶋 康彦・笹川 貴吏子 

 

【目的】 

 本発表は、長崎県対馬市における地域創生の一環として、市民より参加者を募り、写真

撮影および写真集制作を行うワークショップの成果を基にしている。写真というメディア

を活用することで、景観としての〈場所〉を意識化し、さらに〈対馬〉という特定の場所・

空間および風景がどのような要素によって組成され、機能しているかを対馬市民自身が実

践的に探ることを目的とする。上記の作業をふまえて対馬市民を対象として「地域振興と

風景の再発見」と題する講演と討議を行い、景観としての地域の構造分析および地域創生

のための議論を深める。 

【方法】 

 ワークショップは、2017 年 9 月 9 日(土)と 9 月 10 日(日)の 2 日間にわたって実施した。

参加者は、市民参加者 5 名に主催者側 4 名の計 9 名であった。一日目は主に写真撮影及び

作品選択を行った。撮影地は対馬市厳原町豆酘周辺で、自然林、神社域、海浜、農地など

を巡りながら 4 時間ほど撮影を行った。その後、対馬市交流センター会議室に集合し、講

師による「風景写真」をめぐる講義を受講し、自作品の選定作業を行った。作品選択とは、

当日参加者自らが撮影した作品より 5 作品を写真集収録用に選択することを指す。選定さ

れた作品は、パワーポイントにアップし、翌日午前中のプレゼンテーションに備えた。二

日目は、午前中に自作品に「タイトル」と「キャプション」を付ける作業を行い、その後、

参加者全員の作品をパワーポイントで一本化したものをプレゼンテーションした。午後、

選定された作品をまとめて収録した写真集を制作するための実践講座を実施した。写真の

プリントアウト作業、そして製本講座の順に進めた。 

【結果】 

 ワークショップを通じて、地域の内と外の視点が混じった一冊の写真集『対馬風』が完

成した。 

【考察】 

 撮影から写真集制作に至るプロセスを通じて、参加者は、写真というメディアが「風

景」を「よりよく見る」方法であることを自覚し、また、何気ない場所や事物が「風景」

となる不思議な感覚を具体的に学び、地域を異化しつつ眺める新しいアプローチを実践す

ることができた。写真集制作を目標として設定する本ワークショップでは、アートとして

の写真を意識化することが、記録やスナップショットとは本質的に異なる、「風景へのま

なざし」の現実化に寄与することを確認した。 

※本企画は、2016 年度、立教大学 ESD 研究所と対馬市との間に締結された「ESD 研究連携

に関する覚書」に基づくプロジェクトの一部として、対馬市の全面的な協力を得て実

施。（文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「ESD による地域創生の評価と

ESD 地域創生拠点の形成に関する研究」研究代表者・立教大学阿部治） 
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